













導を中心に整理 し検証 してい くものである。







































































3章 少 人数 指導 の課題


















































自分のペースで学習でき意欲的に取り組み発表の場面が増 基礎 コースで標準 の域 まで引き上 げるの に時間がかかる。
え る。 各 コースに対する子 ども ・親の不安。
コース作 りメンバー構成作 りに時 間がかかる。
児童の質がそろっているので発想や考えが同類の点が多く考
えの広が りが乏 しい。
指導 しやすい。 同 じペースで授業展開できる。 学力差がひ らく。
一斉指 導 しやすい。競争原理が働 く。 子どもと保護者の心理状態が悪くなる。
子 どものやる気がな くな る。
ドリル的な 取 り組み で効率良 く学習できる。 同質な子どもによる集団になりやすく違う発想などが出にく
くなる。国語での習熟度 は何かわか らな い。
下位 コースでは盛 りあが りに欠けた授業 になる〔とくに国語〕。
コース編成に手間がかか る上、評価 にも時間がかかる。
国語6年 ⇒文学な どの読み取 りで深 まらない。読み取 りの幅
が限られる 〔ある子の発言からなるほどとクラス全体が納得
し、他の子 も読み取 りが深 まることがある。 いろんな考 えの
子がいて可能になる文学の読みの深化がある〕。




学力 グルー プで は発言が少な くくら～い雰囲気になる。 ゴー
ル フリー とか ゴールは 同じとか はっきりしな い説 明が あるが
M市では初めか ら進路 を変 えろ。発展 コースで は難 問をやら
せ うとうる さい。 こんな差をつ けることが本 当に必要 なの?
なんのために差 をつけることを力説する必要があるの と思 う。
算・国6年⇒子どもの学力実態に応じた進度授業が計画で 算 ・国6年 ⇒子 どもの実態が均一化 することによって授 業の
き る 。 盛 り上が りに欠けるところが出て くる。とくに基礎 グル ープ。
一般的にはその子の学力にあった指導がなされる点が長所 行政 区によ って も違 うで あろうが終始 一貫、習熟度で通 すご
であろうが公立学校 〔義務制〕で導入するには方法論とし とは いいとは言えないだ ろう 〔M市の場合〕。
て考えな ければな らない面が ある。例〕基礎 ・基本 を単元 単元 により、また分野 によ り、また子 どもの実態 によ り判断
ごとに押さえた上で理解にあわせた指導を進めるなど生か されるべき。
すも殺すも運用 しだいという感が ある。
教え る、教え られるという大事な場面が設定 されにくい。
今の公教 育の中で はあま りな い。ただ、教育委 員会な どで 公教育の 中で本 当にいいので しょうか。色んな子が いていい
は成果があるという報告が多いが…心理は別にしてわから 面 も悪 い面 も学ん でいくので は。で きる子 の気持 ちはいかが
ない子 には手厚 くしても らえるかな。 な もので しょうか。わか らない子が気持 ちが落 ちこまな いか。
4年 国 ・6年 国 ・算 4年 国 ・6年 国 ・算
それぞれの子どもたちのレベルに合わせた指導ができる。 子どもたちに身につけさせる内容の基準があいまいになる〔取
その科目が得意な子どもたちの意欲に答える授業ができる。 り組み レベルの違 うグループ間で一 つの出口を見 出すのが難
苦手な子どもたちにとって質問などがしやすい雰囲気をつ しい。評価の時 も〕。




























新 しい人間関係 ができる。 クラスとは別にまた新しいまた新しい人間関係作りから始め
るのの環境作 りに時間がかか る。
少人数 にな るため手厚 く指 導できる。一人一人 に指 導がい 指導者の先生の打ち合わせ時間が少ない。
きやすい。 子 どもたちの生活指導上 のことがわか りにくい。
できる子には発展プリントを作って指導している 〔担任外
の先生がつくってくれ る〕。
偶然にできる集団の要素が多いので自然の集団として様々 理解力、理解度が様々なので、つ まず きも多様 でポイ ン トを
な考え方があらわれてくる。 しぼ った指導ができにくい。
色々な考え方や実力の混ざった中なので考え方や意見の交 個々の意欲と進度に適合しない場合がでてくること。





生活 ・総合 など体験的な学習が子 どもたちによいと思われる。 興味のな いことも子 どもも学習する必要があることを学 ばせ





一応、児童の気持 ちや思 いを尊 重 して いるので児 童の側か
らすれば取 り組 みやすい。とくに社会 ・理科。
児童の思いと内容がずれている時、それが選ぶ段階で判断で
きない場合がある。
理科、社会、生活 な どで分野 を分け学習 を進 め、交 流報告
しあ うな どの方法を とりいれ る ことが時間割 の上 で可能で
あれば。
基礎的な分野、領域 で直接、指 導者 か ら指導を受ける機 会が
保障 されて いな いので、子 どもまかせになるよ うな形態 しか
とれな いな らばいい とは言えない。
考える力の育成 。
やる気がでる。
自分のや りた いこと、 や りたくない ことがは っき りしていま
い授業の一貫性がな くなる可能性がある。 。
人数 によって本 当に 自分の興味関心 にあ った グルー プに入れ
な い場合がある。
子 どもたちに身につ けさせる内容の基準があいまいにな る〔取
り組む レベルの違 うグループ間で一つの出 口を見出す のが難
しい。評価の時も〕。





























































をチーム ・ティーチング(TT)に よって行 う
べきであるという意見が多 く、個別支援の必要














ム ・ティーチ ング(TT)の あ り方 と乖離して
いる面がみ られた。このようなことをふまえて






い いと思う。 あま りにも少な いと集団での経験が少な くなる。
どの学 年で も⇒ ひと りひ と りに 目が 行き届 ききめこま かい 遊 びや体 育の授業 で男女15人ずつ の集団な らチームゲーム
指導ができる。 ができにくくな る。
2年⇒ 一人一人 の課 題が よくつか めて適宜指 導 しやす い。
低学年でも生活 ・学習の両面での課題が大きい子がふえて
いる。きめこまかい指導 が しやすい。
教師 が子 どもたちの ニーズにあ った教 育がで きやす い 〔目 全学年⇒あまりにも学級集団が少ないと人間関係に広がり
が 届 く〕。 がな くな る。







よ さと中集 団 ・大 集団 〔例 学年〕 をど う相 互交流 させ て
い くか⇒教育現場 のうでのみせ どころで しょう。
人数が少ないことはことはやはり目が行 き届 く。 今 は、せっか くの 少人数 学級 を再度解 体 し、興 味 ・関心別
生活集団と学習集 団が一致 するのが望 ましい。 とか習熟度とかに分類する方法がとられているがこれは少
人数学級本来の良さを台無しにするものだと思う。
きめこまかな指 導がで きる目が届 きやす い。 学級の中でグループ化した人間関係が動きにくい 〔特に高
子どもたちにとっても担任との距離感が近く感じられる 〔全 学 年 …〕。
学年〕。
どの子にも活躍の場面が保障できる。
授業の場 面で ノー トや プ リン ト類をみ てあげ ることがで き
きめこまかい手助 けがで きる。
色々なわか り方、でき方をする子が同 じ場にいることによっ
て理解の しかた が深 まる。
授業が生き生きとし、なおかつ学級集団が前進するという 実 際に実現 して いな いので具体的 にわか らない。
意味で は人数が 少な く少 な くとも一年間、同一 クラスで学
習を進めることは良いと思われ る。





逃 げる場所、人がいないというこ とはあると思います。色 々










5年算⇒T1とT2で 児童の全容がつ かめる 〔見える〕た め T1・T2の連携のための物理的 〔時間的〕不足。
意 思表 示を早 期にキ ャッチで き、手 が うてる。T1・T2の
分担のあり方でそれぞれの個性が生かせる。
宿 題 ・プ リン トなどの仕事の分担ができる。 T2がど こまで指 導するのか⇒T1の 指導 を基本 とす るのか
低 学年にとってはT1・T2〔教師〕 しだ いで機能す る。 どち らか。
2人の教 師で1つ のクラスを見て いける。 T2が 一 人の子ど もにつ くのか全体 につ くの かなど。T2の
子ども個人の指導の仕方を二人の教師で考えていける。 役割?
子 どもた ちが どの ように丁2を受けいれ るか。
一斉指導の中ではついて行きにくい子どもに個別指導を同 指導者同士の事前のうち合わせや研究の時間が必要だが現
時並行できる。 場で はなかなか この時間が持ちにくい。
授業の場面でノートやプリント類を見てあげる時間が短縮
できる。
T1が指導 しT2が その補助を した り、わか らな い児 童やよ 打 ち合わせ の時間が必要。 こまかく言 い出すとT2、T3と
そ見 して いる児童への指導がで きる。 児童の集 団によって は何人 もいるときがある。
低学年では指導自体に手がかかることが多いのでどの教科 T1・T2の指導 方法を きちん と統一 して おかな いと子 ども
にお いて も有効 なのでないか。T2がい ることで つまずいた たちが混乱 する 〔どの学年、 どの教科も〕。
り遅れたりする子どもたちへの個別指導が可能になる 〔全
学年、教科⇒算は特に、国理音体 図〕。
各教科⇒きめ こまかい指導が しやすい。 いずれも打ち合わせの時間などが現実的な勤務時間ではあ
低学年⇒生活指導面、 しんどい子どもにも対応 しや すい。 りえな い。打ち合わせのない授業 にな って しま うこともある。
実技教 科⇒専 門性 のある教員がT1・T2の いずれか にいれ
ば子 ども達はのびる。




理 ・図⇒準備を事前 にする、あと片付けな どで有効 。
音 ・国 ・体 ⇒準備 もそうだが教 科指導 な どで 得意を 生か し
たTT配置が され ると担任する側と してはあ りがたい。
低学年、算、音、 図、体6年 算数で 5、6年 国
一 斉指導 で取 り組めな い 〔理解 で きな い〕子 ども にとって どの学年、教科であろうと教師間の教材研究うち合わせが
そ の子 に応 じた言葉で指示 ・補助ができる。 とれな い。時間外 の ことにな る、共通認識 が得 られ な い限
り効果があが りに くい。
教室の中で遅れる子や個別対応のため必要な子に対応でき 二人 の教員 の気持 ちを一致 させな いと いけな い。この点 が
る。 難 し い。
全体を二人が見れてわかりにくい子にも焦点があたる。 丁1・T2の 連携が うまくいかな いとプラス どころかかえっ
T1・T2の連携プ レーが うまくいけば倍増 していく。 てマイナスになる。クラスが大変な場合は少人数よりTTが














談 できる と思 います。子 ども にとって も何か しか られた り
気持 ちが乗 らなか った り心 にひっかか りが ある場合、教 師
にしか られた り注意を受 けた あとにT2でな ぐさめられ た り
話 しを聞いて も らえた りする ことがで きると感 じた。 とく
に低学年の大人とのつながりをもとめて安心するという時
に有効 〔補助教 員経 験から〕。
必要。 子どもから見れば同じ先生なのに勤務形態が違うのは不自
















TTが有効 に機 能する教科 もあれば、特 に必要ない と思われ
るので良い。
算数 ・国語での形態 はテ ームテ ィーチ ングが良 い。
算数や活動をする教科で有効。
とくに実技な どで必要。専 門性が あれ ば子 どもは伸びる。
理科、芸術系、体育で有効⇒専 門性 を生かす。
図工、体育、家庭な どで良 い。実技指導で細か くできる。
136
○チーム ・ティーチング(TT)の協力体制分類

























































詳 しく検証 してい く。
③ 検証2
～少人数指導についての課題を探る～










教員組織上の問題 子ども保護者の問題 物理的な問題 その他の問題
コース作 りに時間がかかる。 各 コース に対す る子 グループわけを誰が
評価にも時間がかかる。 ども保護者の不安。 するのか。
打ち合わせの時間がない。 子ども保護者の心理 国語での習熟度とは
習 子どもたちに身につけさせる内容の基 が悪 くな る。 何かわか らない。
熟度
別指
準があ いまい 〔取 り組む レベルの違 う
グルー プ間で一 つの出 口を見 出す のが
難 しい。評価の時も〕。
子 ど もた ち 同士 で 区
別の意識が生 まれる。


























望 の グループ に入れ
な いか もしれな い。
関 子どもたちに身につけさせる内容の基 児童 に コース を選択
心










チ 打ち合わせの時間が現状の勤務形態で T2を 子 どもた ちが
i とることはできず、打 ち合わ せのな い どの よ うに受け いれム
テ 授業になっている 〔補助教員の勤務形 る か 。問








打 ち合 わせ に多くの時間が必 要であ り、 い る。そ こに移動 す る 一 的な 授業 にな って い
教 師の忙 しさの原 因の一 つになっている にも時間がかかる。 て 子 ど もたち に とって
と思 う 。 は面 白 くな い。 欠席 し
条件 整備がな いと うま くいかな い。教師 て も補 充 され な い。ど
側 のバ ーンアウ トも考えな いといけない。 んどん進んで実態があ
少人数授業や低学年の補助加配の現在の る。
自 制 度は まや か し、 つま りお金 を使わな い
問 由 で府民 ・国民の声 を一定聞 いただけ にす
5 記 ぎな い。
述 加 配が た りない。打ち合わせができない。
補助教員の勤務形態が問題。
行政単位で制度が異なるのは仕方ないが
現場で の工夫、裁量 を与え て欲 しい。
少人数担当と担任の意思疎通が課題。担
任からすると 「自分の融通のきかない時
間」 と言 うイメージが先行 して少人数指










































が影響 していると思われる。その関係 を分類 し
図示すると以下のようになる。
○担任と補助教員の関係












曜 日 授業数 指導が必要な時間(最低限) 補助教員の労働時間
月 4 8時30分～13時30分 5時間
火 4 8時30分～13時30分 5時間
水 5 8時30分～14時30分 6時間
木 5 8時30分～14時30分 6時間
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